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本庄キャンパス

国の施策

佐賀大学憲章

佐賀大学

キャンパス整備の

基本方針

佐賀大学

キャンパスマスタープラン

2010

佐賀大学中長期ビジョン

キャンパスの現状

はじめに・佐賀大学キャンパスマスタープランの位置付け

はじめに

　佐賀大学は昭和２４年設立の旧

佐賀大学と昭和５３年設立の旧佐

賀医科大学が平成１５年１０月に

統合され出来た総合大学で、文化

教育・経済・理工・農の４学部が

ある本庄キャンパスと医学部・附

属病院がある鍋島キャンパスから

なっている。

　どちらのキャンパスも豊かな自

然に囲まれた環境にあるが、建物

は、築後２５年を過ぎたものが佐

賀大学全建物面積の８０％を占め

ており、うち 改 修 された建 物は

２０％に留まっている。

　現在、本学には老朽化した施設

の改修・安全性確保、既存施設の

高度化・多様化など教育研究環境

の質的充実に向けた施設の計画的

な整備、環境負荷の低減、地域と

の連携強化など取り組むべき様々

な課題が山積している。

　

　

　「佐賀大学憲章」に基づく「佐賀

大学中長期ビジョン」並びに、   国

の施策を踏まえ佐賀大学キャン

パス整備の基本方針を定めた。

佐賀大学キャンパスマスタープランの位置付け

　これらの課題に適切に対応しつ

つ良好なキャンパス環境の形成を

図るためには、キャンパスマスター

プランに基づき長期的視点に立っ

た計画的な整備を行うことが重要

である。

　このたび佐賀大学キャンパスマ

スタープラン２０１０をとりまと

めたのでここに提示する。

　地域と共に未来に向けて発展し

続ける大学の実現のために、関係

各位の一層のご理解とご協力をお

願いしたい。　

　　　　　　　　２０１１年３月

　　　　施設マネジメント委員会

　　　　　　　委員長　中島　晃

   この基本方針に沿って、今後の施

設整備の方向性を示す「佐賀大学

キャンパ スマスタープラン 2010」を

作成した。
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   - 佐賀大学が目指す 2015 年の大学像 -

Ⅰ. 学生の成長と未来を支える教育

    教養教育を人間形成の中心的な役割を担う教育の根幹と位置付け，すべての学生が豊かな教養を体系的に身につ        
　けることができる教育を提供する
    教育課程ごとの目的に沿った専門教育の実質化を図る
    カリキュラム改革や語学教育の充実を通して教育の質を高める
    入学前から就職後まで充実した教育支援プログラムを提供する

平成 18 年 3月 15 日制定 佐賀大学憲章

Ⅱ.「明日の社会」を創造する研究

    長期的視点に立った基礎的・基盤的研究を着実に推進していくことにより学術研究水準の向上を図る
    「健康・生活」「地域」「環境」「エネルギー」に関する研究を組織的な体制の下に重点的に展開し，国際的に高い 
　研究水準を目指す

    教育研究の成果を積極的かつ効果的に社会に還元する
    地域社会の期待に応える各種の取り組みを積極的に展開する
    社会をリードするシンクタンクとしての役割を果たす
    アジアを中心に，教育研究水準を相互に高める効果的な国際交流を展開する

Ⅲ.地域・国際社会の発展を支える知的拠点として

Ⅳ.魅力ある大学づくりに向けて

    大学の総合力を最大限に発揮できるマネジメント体制を確立する
    有為な人材の確保と教職員の能力開発に努めるとともに，卒業生，地域社会との有機的な連携を図る
    教育・研究・診療活動を支える魅力あるキャンパス環境の計画的な整備に努める
    中長期的な財政計画に基づく安定的な財政基盤を確立する
    すべての構成員が大学の目的と使命を自覚し，一体感をもって教育研究活動を展開していける教育研究運営体制
　を構築していく

教　　育

研　　究

社会貢献

大学運営

佐賀大学中長期ビジョン (2008－2015）

　佐賀大学は，活気に満ちた教育・
研究活動，すなわち学生中心の大
学にふさわしい洗練された教育の
提供と地域・国際社会に開かれた
特色ある研究・社会貢献活動を展

する
　 このため ，すべての構成員が英知
を結集するとともに，その総合力
を最大限に発揮できる大学づくり
を目指す

開し，佐賀大学憲章において宣言
した，地域と共に未来に向けて発
展し続ける大学を目指すことによ
り，個性と特色を持った「佐賀の
大学」として確固たる地位を確立

　佐賀大学は，これまでに培った
文，教，経，理，医，工，農等の
諸分野にわたる教育研究を礎にし

豊かな自然溢れる風土や諸国との
交流を通して育んできた独自の文
化や伝統を背景に ,  地域と共に未
　　

来に向けて発展し続ける大学を目
指して，  ここに佐賀大学憲章を宣
言します　　　

基本的考え方

魅力ある大学

目的をもって活き活きと学び行動する学生中心の大学づくりを進めます

創造と継承

自然と共生するための人類の「知」の創造と継承に努めます

教育先導大学

高等教育の未来を展望し，社会の発展に尽くします

研究の推進

学術研究の水準を向上させ，佐賀地域独自の研究を世界に発信します

社会貢献

教育と研究の両面から，地域や社会の諸問題の解決に取り組みます

国際貢献

アジアの知的拠点を目指し，国際社会に貢献します　

不断の検証と改善に努め，佐賀の大学としての責務を果たします

検証と改善

01. 佐賀大学憲章・中長期ビジョン
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本庄キャンパス

02. 佐賀大学キャンパス整備の基本方針

鍋島キャンパス

本庄キャンパス研究室

快適な学習・研究活動が

できるキャンパス

知の拠点にふさわしい
キャンパス

コミュニティの形成され

たキャンパス

持続的発展が可能なキャ

ンパス

安全・安心なキャンパス 経済・文化教育棟（改修後）

　地域、国際社会の発展を支える知
　的拠点にふさわしい環境を整備す
　る
　活き活きとした教育・研究と患者
　中心の診療活動が展開できる教育
　研究環境を整備する
　キャンパスの歴史と伝統を継承し
　ながら発展的整備を進める

　エコアクション 21 に基づく環境
　に配慮した取り組み
　既存施設を良好に維持するため施
　設マネジメントを継続的に循環さ
　せる

　地域に開かれたキャンパス環境と
　し、地域との有機的連結を図る
　ゆとりと潤いのある快適な屋外環
　境を形成する

　老朽化により安全性・機能性に課
　題のある施設について、改善を進
　める
　キャンパス内においては、歩車分
　離による動線を中心とした機能的
　な移動環境を整備する

　特色ある教育研究活動を活性化す
　るためのスペースを整備する
　快適な学習・研究活動ができる環
　境を整備する

基本的考え方

5 6
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敷地概要 

03. 概要 

100ｍ50100 20
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  9. 体育館

  1. 教養教育１号館

  2. 文化教育学部９号館

  3. 教養教育大講義室

  4. 文化教育学部１号館

  5. 文化教育学部３号館

  6. 文化教育学部７号館

  7. 文化教育学部８号館

  8. 経済・文化教育棟

10. スポーツセンター　

11. 機械システム実習工場　

12. 機械システム実験棟Ａ

13. 環境構造材料学実験棟

14. 理工学部３号館

15. 理工学部２号館

16. 理工学部１号館

17. 農学部本館

18. 農学部大講義室

19. 農学部実験棟

20. 職員宿舎

21. 理工学部５号館

22. 教養教育・文化教育棟

23. 文化教育学部５号館

24. 菱の実会館

25.ＲＩ実験室

26. 経済学部２号館

27. 機械システム実験棟Ｂ

28. かささぎホール

29. 理工学部大学院棟

30. 本部棟

31. 保健管理センター

32. 農学部２号館

33. 文化教育学部４号館

34. 情報基盤センター

35. 経済学部４号館

36. 楠葉寮北棟

37. 楠葉寮南棟

38. 文系サークル会館

39. 体育系サークル会館

40. 経済学部３号館

41. 理工学部４号館

42. 理工学部理系大学院棟

43. 大学会館

44. 農学部３号館

45. 大型構造物実験棟

46. 水理実験棟

47. 文化教育学部６号館

48. 図書館棟

49. 国際交流会館単身棟

50. 国際交流会館家族棟

51. 理工学部７号館

52. 産学連携推進機構

53. 理工学部６号館

54. 農学部４号館

55. 理工学部８号館

56. 特高受変電棟

57. 理工学部９号館

58. 学長補佐室

59. 全学共通多目的実験棟

60. 菊楠シュライバー館

61. 多目的トレーニング棟

本庄キャンパスの位置付け

設置年度：昭和 24 年 　　敷地面積：283,266 ㎡ 　　建築面積：47,151 ㎡　　延べ面積：120,690 ㎡
都市計画区域：都市計画区域内　市街化区域　
防火地域：なし　
用途地域：第一種中高層住居専用地域　第一種住居地域　準住居地域　（建ぺい率 60％　容積率 200％）
日影規制：5－3時間
その他：公害防止地区（大気汚染，騒音，振動，悪臭，水質汚染，土壌汚染）
地震地域係数：Ⅲ　種
地盤種別：Ⅱ　種
海岸からの距離：8Km以上

本庄キャンパス配置図
　本庄キャンパスは ， ＪＲ佐賀駅
の南約４Ｋｍに位置し，旧佐賀大
学の敷地・施設を継承して，文化
教育学部・教育学研究科，経済学
部・経済学研究科，理工学部・工

組織と関連施設が配置されている。
　敷地内施設の１日平均利用者は，
学生約  6,300 人，教職員約  1,040
人の合計約 7,300 人以上におよぶ。

学系研究科，農学部・農学研究科，
教養教育運営機構 ，  附属図書館，
全国共同研究施設である海洋エネ
ルギー研究センター，学内共同研
究施設，保健管理センターなどの

平成 22年 8月撮影
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04. 現状

　本庄キャンパスの全建物面積は 、

120,690 ㎡あり、建築後 25 年を過ぎ

た老朽建物が全体の約 70％を占めて

いる。

　しかしながら 、ここ数年での老朽

再生整備において 機能改善と耐震性

の確保が進んだが、全体の約 40％が

未改修であり、全国の国立大学法人

等の改修率と比較しても整備が遅れ

ていることが見てとれる。　

　建物の耐震性については、この数

年で改善が進み安全性が確保された。

施設整備の状況　平成 22 年 5 月 1 日現在

本庄キャンパス

全国の国立大学法人等

文系地区

理系地区

建築後 25 年以上　未改修

建築後 25 年以上　改修済

建築後 25 年未満　未改修

構造耐震指標 Is 値　0.5 以上 0.7 未満

100ｍ50100 20

Ｎ

本庄キャンパス

全建物面積

120,690 ㎡ 建築後 25 年以上
84,154 ㎡
69.7％

建築後 25 年未満
36,536 ㎡
30.3％

未改修
49,484 ㎡
41.0％

        未改修
  36,536 ㎡
30.3％

改修済
34,670 ㎡
              28.7％

建築後 25 年以上
15,321 ㎡
57.9％

建築後 25 年未満
11,133 千㎡
42.1％

未改修  6,525 千㎡
24.7％

改修済
8,796 千㎡
             33.2％

          未改修
11,133 千㎡
42.1％

全国

全建物面積

26,454 千㎡
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100ｍ50100 20

Ｎ

5 カ年計画期間に改修整備した施設

C

D

B

F

A

E

　Ｂ ：文系学部校舎群を県道側から眺める

　改修により外壁の色彩が統一的に整備された

　 C：文化教育学部９号館

　 D：理工学部 1号館

　 E：経済・文化教育棟

　 F：農学部本館内のリフレッシュスペース

Ａ：理系学部校舎群を市道側から眺める

   改修により外壁の色彩が統一的に整備された

11 12

　第２次国立大学等施設緊急整備
５か年計画期間（2006 ～ 2010 年
度）において、老朽施設の再生、
既存施設の耐震化が進展した。

　この期間に改修整備した面積は、
約 24,000 ㎡となる。
　今後も引き続き施設の老朽再生整
備を進め、安全性を確保していく。

05. 整備状況
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居住ゾーン教育研究ゾーン

運動ゾーン

共通ゾーン 駐車場ゾーン

保存緑地地域交流ゾーン

100ｍ50100 20

Ｎ

06. ゾーニング計画

　整備の基本方針をふまえた上で、
将来的なゾーニングの設定をした。
　キャンパス内の各所からの利便
性を考慮し、キャンパスの中央部
を共通ゾーンとして、共通的な施 

に設定し、構内乗り入れを制限す
る。敷地南側に居住ゾーンと運動
ゾーンを配置する。教育研究ゾー
ンは現状のゾーン配置を継承する。

設やパブリックスペースを配置す
る。地域に開かれたキャンパスと
するため、最も人の出入りの多い
正門付近を地域交流ゾーンに設定
する。駐車場ゾーンは出入口周辺

13 14
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100ｍ50100 20

Ｎ

広場

緑地帯

07. パブリックスペースの現状

　キャンパス内は、らくうしょう

の並木や理工学部の桜並木等生育

した緑が多い。

　大学会館周辺は、まとまったス

ペースの広場が確保されており 、

A：大学を象徴する通りとなっている正門か

ら南へ延びるメインストリート E：キャンパス内でも有数の緑地を形成して

いる大学会館前B：憩いと賑わいの場となっている大学会館

前の広場

C・D：デザインが統一されていない案内板

賑わいの場を形成している。

 　理工学部６号館前、附属図書館

前および大講義棟前にも一部ベン

チ等が配置され、広場が確保され

ているが、キャンパス全体でみる

A

B E

DC

とパブリックスペースは十分では

ない。また、キャンパス内の案内

板は、仕様やデザインが統一され

たものとなっていない。

15 16
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100ｍ50100 20

Ｎ

パブリックスペース

大学会館周辺の広場

A-A 断面

B-B 断面

コモンスペース　2W メインストリート
W 植栽帯 コモンスペース　2W 施設エリア植栽帯

施設エリア コモンスペース
 W

メインストリート
W

植栽帯 コモンスペース 
W

施設エリア植栽帯

施設エリア

08. パブリックスペース計画

　それぞれの外部空間の特性、ニーズ
および内部空間との関係性等をふまえ
特色ある整備を行う。
　らくうしょう並木、桜並木は大学の
歴史を継承する空間として保存活用す
る。
　正門周辺は、交流や賑わいを誘発す
る場となる地域交流拠点として整備す

グリーンコミュニティキャンパスとして、緑

豊かな屋外環境を整備

る。  キャンパス中央部分および、かさ
さぎホール周辺を、憩いの場として整
備する。 キャンパス 中央部分は隣接す
る大学会館周辺の広場と一体的に計画
する。
　多様な利用者に対し、ユニバーサル
デザインに基づく安全で親しみやすい
環境を提供する。

　サイン、外灯、ベンチおよびゴミ箱
等のデザインの統一性をもたせ、既存
のモニュメントを効果的に活用し、調
和のとれた屋外環境を整備する。

　現状は、らくうしょうの並木と建物が近

接して圧迫感があると共に、建物の屋根に

らくうしょうの落葉が溜まりやすくメンテ

ナンス上課題がある。

　現状は、かささぎホール前で軸がずれて

おり、歩道幅に統一性がない。歩道のない

区間もある。

　整備後は軸を通し、現状の車道が歩道と

　整備後は現状の車道が歩道となる。メイ

ンストリート沿いの施設を高層化し、植栽

帯と施設の間をコモンスペースとし、ゆと

りのあるメインストリート空間を形成する。

　　　

　コモンスペースの幅はメインストリート

と同程度を確保する。

　らくうしょう並木は将来にわたって保全

する。

なる。歩道の脇に植栽帯を整備し、植栽と

施設の間をコモンスペースとすることによ

り、ゆとりのあるメインストリート空間を

形成する。　

　メインストリート沿いの施設は低層化し、

圧迫感を抑える。メインストリートに面さ

ない施設は高層集約化する。コモンスペー

スの幅はメインストリートの２倍程度を確

保する。

A-A 断面：南北に延びるメインストリート

B-B 断面：東西に延びるメインストリート

イメージ
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09. 動線の現状

A：車、自転車および人で混雑する構内道路

B：キャンパスを南北に分断する国道 208 号線

C：キャンパスを東西に分断する市道

 

　歩道は概ね整備されているが 、

キャンパス内は歩行者、自転車 、

車が混在しており、安全な環境と

は言いがたい。特に自転車の利用

者が多く、講義と講義の間の移動

時には、自転車を使用する学生で

あふれており、安全性に問題があ

る。

　キャンパスは国道により南北に、

市道により東西に分断されている。

A C

自動車動線

自動車入口

公道

19 20
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自動車動線

散策路

出入口

メインストリート
（歩行者等）

10. 動線計画

　安全、安心で快適な移動空間づ
くりを目標とする。キャンパスの
東西方向ならびに正門から南方へ
の道路をメインストリートとして
位置付ける。

　佐賀市内を横断する長崎街道は、鎖
国時代の長崎出島を通じた西洋文化と
技術の通り道であった。この歴史性を
踏まえ東西軸を「文化と技術の道」と
して性格付ける。

　新緑の頃には緑が美しいらくうしょ
うが茂る南北軸の南の先には有明海が
あり、古代より浮泥の自然沈下堆積と
干拓により陸化が進んできた。この歴
史性を踏まえ「前進と発展の道」とし
て軸線を性格付ける。

　メインストリートからは、車を
排除し、人と車の動線の分離を図
ると共に、自動車動線をキャンパ
スの外周部に計画する。

「前進と発展の道」

「文化と技術の道」

南北に延びるメインストリート 東西に延びるメインストリート

イメージ

A：正門から南へ延びるメインストリート舗

装整備後

B：地域に開かれたキャンパスとして、大学

関係者をはじめ市民が利用できる散策路

A

B

イメージ

21



佐賀大学キャンパスマスタープラン 2010

本庄キャンパス

100ｍ50100 20

Ｎ

11. 駐車場の現状

　駐車場は、収容台数１０台程度
から１００台程度まで大小さまざ
まである。
　キャンパスへのアクセスは、公
共交通手段がバスのみで便数も少

A：キャンパス西端にある理工学部地区駐車場

B：駐輪場に駐められず歩道にあふれた自転車

ないことから外来者、大学関係者
ともに車の利用が多い。車両に対
しては、課金により進入車両の低
減に努めている。
　駐車場はキャンパス内に散在し

A

B

C

ているため、構内交通の混在の原
因となっている。また、市内域は
平坦地であるため自転車の利用者
が非常に多く、駐輪場の確保も課
題となっている。

C：構内を移動する自転車利用者

駐車場約 800 台

23 24
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12. 駐車場計画

　駐車場計画にあたっては、公共
交通機関の利用を促進し、入構車
両の制限を図る。
　分散している駐車場を出入口周
　　

辺に集約し、キャンパス内への車
の乗り入れの制限を図る。車両の
増加状況によっては立体化も検討
する。

　駐輪場は、建物整備にあわせ建
物周辺に確保して利便性の向上を
図ると共に景観へ配慮した整備を
行う。

計画駐車場

A：立体駐車場（九州大学）

B・C：駐輪場

イメージA

B C
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13. 施設整備計画

ステージ　　情報関連施設の集積

講義棟建設、工場・実習棟を集約建設

ステージ　　体育施設の集約

駐車場整備

　大半の施設は 経過年数２５年以
上の老朽建物である。これらは大
規模改修の時期を迎えており、緊
急性、耐震性や老朽度を勘案し順
次機能改善を図る必要がある。
　さらに改修整備を終え、概ね３０

する。２ステージで体育施設の集
約を図る。その後も順次整備を進
めていく。
　なお新築整備にあたっては、現
状の保有面積を維持しながら、高
層集約化を図る。

年後には 寿命をむかえることとな
る。したがって、   スクラップ・ア
ンド・ビルド方式で 施設整備を展
開していく計画とする。
　１ステージで情報基盤センター
や図書館等の情報関連施設を整備

ステージ ステージ
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光

講義室事務室

研究室

研究室

講義室

講義室

講義室

講義室

リフレッシュ

スペース

リフレッシュ

スペース

太陽光発電

事務室

講義室

講義室

ソーラーチムニー
廊下やスタディスペースに自然換気を促進

太陽光発電
エネルギー消費量を削減し、発電
量をモニタリングし掲示板に表示

屋上緑化
屋根への日射熱を緩和

節水型衛生器具

高効率照明（LED) 照明制御
高効率照明や初期照度補正機能
による照明制御

高効率熱源機器
ガス個別熱源と電気中央熱源のベ
ストミックス

自然通風･自然採光
中間期に窓から自然の風で換気、
居室の自然採光を確保

ライトシェルフ
反射光を利用して部屋の奥まで
光を届ける

Low-E ガラス・ペアガラス

落葉樹
日射の調整

LED外灯

・ﾈｯﾄﾜｰｸ,web利用
BEMS 中央監視システム

・電力消費量他ｴﾈﾙｷﾞｰ計測
・設備運転管理
・予防保全管理

    太陽光発電設備等の自然エネル
ギーの活用や、  ＬＥＤ照明の採用等
により、地球環境に配慮し自然環境
への負荷の軽減を推進し、人と自然

と環境の共生を図る。
　全学をあげて取り組んでいるエコ
アクション２１をより活性化するた
めの環境に配慮したキャンパスづく

14. エコキャンパス計画

りと、環境マネジメントの一層の推
進を図る。

29
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　現在，本庄キャンパスは建築後
２５年以上の建物が７０％あり，
建物のみならず電気・水道・ガス

等のライフライン老朽化が著しい。
　今後は教育・研究の円滑な遂行
を支えるための基盤として，安全

1．周辺環境、地球環境に配慮した
インフラ計画
　地球温暖化防止のため   CO2 等の
温室効果ガス排出量の抑制を図った
環境に優しい計画とする。

2．設備機能の信頼性の向上を配
慮したインフラ計画
　設備機能の支障は教育研究に重
大な影響を及ぼすため、設備機能
の低下あるいは停止等が発生しな
い信頼性、安全性の高いシステム
を構築する。

3．保守管理の省力化を配慮した設
備計画
　増大する空調用需要電力に対し、
ランニングコストの低減を図る空
調システムの導入を計画する。

4．省エネルギー計画

　高効率型機器の採用、熱負荷の
低減、エネルギーの有効利用、搬
送動力の低減、自然エネルギーの
利用等を考慮した計画とする。

現　　　状 計　　　画電力設備

引込み

回線数

変電設備容量

デマンド電力

契約種別

構内配線敷設

停電対策

省エネルギー

特別高圧埋設管路引込み

常用、予備22ｋＶで2系統電力引込み

4,000ｋＶＡ×2（特高受電室）

3,000ｋＷ

特定規模電気事業者と契約

管路埋設及び架空配線方式

予備線自動切り替えによる対応

変更なし

変圧器の高効率型への更新

変更なし

すべてを管路埋設方式に改修

変更なし

高効率型変圧器及び省エネ照明機器の
採用、センサースイッチ採用による照明
設備の自動点滅化

高効率型変圧器及び省エネ照明機器の
採用

変更なし

変更なし

性や効率性，地球環境に配慮した
インフラ計画を行っていく。

15. インフラ計画
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空調設備

現　　　状 計　　　画

情報通信設備

電話設備

情報設備

防災電気設備

集中検針設備

電話交換機は平成8年度にデジタル電
子交換機に更新

現　　　状 計　　　画

現　　　状 計　　　画

農学部本館 平成17・18年度設置            
理工学部1号館 平成18年度設置
計測内容は，電力，水道，ガス等で学内
LAN に接続することで学内のあらゆる
場所で計測可能

平成6年度に全学学内LAN（FDDI）構築
平成13年度にギガビットネットワーク構築

Ｒ型受信機（旧）　平成 3年度設置
Ｒ型受信機（（新）　平成17年度設置
各建物の感知器等はＰ型設備

音声、データ、画像総合インフラに対応
できる電話交換設備へ更新
IP化への対応、キャンパス間の一元化

P型からＲ型受信機に順次移行し、それ
に伴って各建物の中継器を更新

改修に伴い情報通信網（光ケーブル）の
充実を図る

各建物ごとの光熱水量を計測可能にし,
エネルギー管理及び省エネルギーに貢
献する
ビル管理システム「BEMS」の導入による
個室のエネルギー管理

空調方式

熱源設備

ボイラ

冷凍機

都市ガス設備

使用先

配管

給水設備

水源

給水方式

排水設備

一般排水

汚水排水

雨水排水

実験排水

学部会議、講義室、教員室及び学部事
務室等にセパレート形の個別空調機
を設置

ボイラは全て廃止した

附属図書館に空気熱源式スクリューヒー
トポンプチラーを設置
冷355kw・暖375kw

学内全域
（実験・空調・生活用　年277,000m3/年）

構内引込管の老朽化に伴い幹線配管の
更新はほぼ完了

市水（52,000m3/年）

受水槽と高置水槽の組合せ（重力方式）
及び低層建物は水道直結式

公共下水道へ放流

公共下水道へ放流

公共用水路へ放流

排水処理装置を経由し、公共下水道へ放
流
一部直接公共下水道へ放流

使用時間が一定していない研究室等は
省エネルギー運転と個別運転可能なビ
ルマルチ方式
また、使用時間が一定している講義室に
はガス式による空調方式を採用

変更なし

大学会館は高効率ヒートポンプチラー
への更新

変更なし

ガスメーター以降の老朽化した配管の
更新を建物改修に合わせて行う

変更なし

高置水槽を撤去し、受水槽からの定圧給
水方式とする。また、低層建物へは水道
直結方式とする

方式は現状と変更はないが配管等は更新
実験排水は必ず処理装置かモニター槽を
経由し放流
川東地区の汚水排水系路は一経路に集約

配管 構内引込管の老朽化 構内基幹配管の更新

現　　　状 計　　　画

現　　　状 計　　　画

現　　　状 計　　　画
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サービス軸

歩行者軸

水系軸

居住ゾーン

運動ゾーン

地域交流ゾーン

駐車場ゾーン

駐車場ゾーン

駐車場ゾーン

保存緑地

教育研究ゾーン

保存緑地

共通ゾーン

教育研究ゾーン

　フレームワークプランは、佐賀
大学のアカデミックプランを実現
するため、キャンパスの将来像を
土地利用計画と動線計画により 、
おおよそ５０年先のキャンパスの

骨格をイメージする未来図である。
　このフレームワークプランが今
後のキャンパス整備にあたっての
基本的な拠りどころとなる。

16. フレームワークプラン16. フレームワークプラン
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  1. 講義棟・基礎実習棟

  2. 基礎・臨床研究棟

  3. 管理棟

  4. 附属病院

  5. 臨床講堂

  6. 車　 庫

  7. 医学部会館（食堂）

  8. 体育館

  9. 中央機械室

10. 動物・ＲＩ実験施設

11. 医学部会館　

12. 附属図書館医学分館

13. 看護師宿舎

14. 格技体育館

15. 課外活動施設

16. 高エネルギー治療棟

17.ＲＩ治療棟

18. 医学部宿舎

19. 院生・臨床研究棟

20. 非常勤講師宿泊施設

21.ＭＲＩ－ＣＴ装置棟

22. 看護学科棟

23. 学生サークル棟

24. 保育所

25. 卒後臨床研修センター

26. 地域医療支援センター

鍋島キャンパスの位置付け

設置年度：昭和 51 年 　　敷地面積：235,424 ㎡ 　　建築面積：32,800 ㎡　　延べ面積：95,445 ㎡
都市計画区域：都市計画区域内　市街化区域　
防火地域：なし　
用途地域：第一種中高層住居専用地域　（建ぺい率 60％　容積率 200％）
日影規制：4－2.5 時間
その他：公害防止地区（大気汚染，騒音，振動，悪臭，水質汚染，土壌汚染）
地震地域係数：Ⅲ　種
地盤種別：Ⅱ　種
海岸からの距離：8Km以上

鍋島キャンパス配置図
　鍋島キャンパスはＪＲ佐賀駅の
北西約４Ｋｍに位置し，旧佐賀医
科大学の敷地・施設を継承して，
医学部・医学系研究科，医学部附
属病院，医学部附属地域医療科学
教育研究センター，医学部附属先

　敷地内施設の１日平均利用者は，
学生約 1,000 人，教職員約 900 人，
附属病院利用者 約 1,250 人等を含
め 3,000 人以上におよぶ。　また，
地域の緊急災害時対応施設として
も指定されている。

端医学研究推進支援センター，附
属図書館医学分館，総合分析セン
ター（鍋島地区）,   総合情報基盤
センター医学サブセンター，保健
管理センター鍋島分室などの組織
と関連施設が配置されている。　

敷地概要 

17. 概要 

平成 22年 8月撮影
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建築後 25 年以上　未改修 建築後 25 年未満　未改修

構造耐震指標 Is 値　0.4 以上 0.7 未満

全国の国立大学法人等

建築後 25年以上
81,993 ㎡
85.9％

施設整備の状況　平成 22 年 5 月 1 日現在

鍋島キャンパス

全建物面積

95,445 ㎡

未改修 81,993 ㎡
85.9％

建築後 25 年未満
13,452 ㎡
14.1％           

未改修
13,452 ㎡
14.1％          

鍋島キャンパス

建築後 25年以上
15,321 ㎡
57.9％

建築後 25 年未満
11,133 千㎡
42.1％            

未改修 6,525 千㎡
24.7％

改修済 8,796 千㎡
33.2％

未改修 11,133 千㎡
42.1％

全国

全建物面積

26,454 千㎡

　鍋島キャンパスは昭和  50 年代

に新たに整備されたキャンパスで

ある。

　全建物面積は 95,445 ㎡あり、

そのうち建築後 25 年を過ぎた老

朽建物が約 86％を占めている。

　全てが未改修の建物であり、全

国の国立大学法人等の改修率と比

較しても整備が遅れていることが

見てとれる。

　附属病院再整備により  40,000  

㎡程が改善される予定であるが、

附属病院以外の施設についても計

画的な耐震改修を含めた機能改善

が必要である。

18. 現状 
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5ヵ年計画期間に整備した施設

　鍋島キャンパスは昭和５０年代
から整備が始まり、現在まで改修
が行われていない。
　第２次国立大学等施設緊急整備
５か年計画期間 (2006 ～ 2010 年度 )

においても、卒後臨床研修セン
ター、地域医療支援センター等、
新築の建物を中心に整備が進ん
だ。

19. 整備状況

B

CA

Ａ：研修医が研修を行うための卒後臨床研修センター

Ｂ：研修医交流のためのリフレッシュスペース

C：女性医師・看護師の働く環境整備のために設置された認可

保育所

D：佐賀県の地域医療再生計画の一環として整備された地域医

療支援センター

D
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20. ゾーニング計画

　現在のゾーニングはキャンパス
東側の附属病院ゾーンと西側の教
育研究ゾーンを中心に、北側には
運動施設・緊急時対応ゾーン及び

居住ゾーンを配置し出入口周辺に
駐車場ゾーンを設けている。　　
　ゾーニング計画については進行
中の附属病院再整備計画や医学部

地区アカデミックゾーン改修計画
等においても現在のゾーニングで
十分に機能が発揮できるゾーニン
グであるため、現状を継承する。

運動施設・緊急時対応ゾーン

居住ゾーン教育研究ゾーン

附属病院ゾーン 駐車場ゾーン

緑地ゾーン

44
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21. パブリックスペースの現状

　キャンパス内のパブリックスペー

スは、リハビリコースを兼ねた遊歩

道、築山庭園、附属病院正面玄関前

など緑地が多く、剪定等管理も行き

届いている。

A：交流・憩いの空間として利用できる築山庭園

B：人々に潤いを与えている市道に面した桜並木

C：憩いと賑わいの場となっている医学部会館前の広場 

A

B

C

D

E

　また、医学部会館前の広場はベ

ンチ等のファニチャーも適宜配置

されており、学生の交流・憩いの

場として賑わいのある空間となっ

ている。

D：緑が多い患者用リハビリコースを兼ねた遊歩道

E  ：高木や低木が適宜配置された附属病院正面玄関

前の緑地帯

広場

緑地帯
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パブリックスペース

22. パブリックスペース計画

　現状のパブリックスペースを継

承し、維持保全する。

　多様な利用者に対し、ユニバー

サルデザインに基づく安全で親し

みやすい環境を提供する。また、

　

A・B：より緑豊かなキャンパス・附属病院の屋

外環境を整備する

C：緑の中の遊歩道

統一性のとれたサイン・外灯等を

整備するとともに、ベンチやゴミ

箱等のデザインの統一性を持たせ、

調和のとれたキャンパスを演出す

る。

　

A

B C

　既存のモニュメントや記念樹等

歴史的資源を効果的に活用し、調

和のとれた屋外環境を演出する。

　

イメージ

イメージ

47 48



佐賀大学キャンパスマスタープラン 2010

鍋島キャンパス

Ｎ

23. 動線の現状

A：外来駐車場出入口

B：利用者の利便性を図るため構内に設置されたバス停

C：附属病院正面玄関前ループ道路

 

　キャンパス内の道路は、病院玄

関前のループ道路と、東門と西門

を結ぶ道路とに大別できる。

　病院玄関前のループ道路は、主
A

B

C

いる。

　東門と西門を結ぶ道路は、教職

員やサービス業者の動線となって

いる。

として外来者やバス等の出入り口

になっており、バス利用者・外来

駐車場利用者の動線がこれを横断

する形で一般車両動線と交差して

自動車動線

自動車入口

公道
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24. 動線計画

　南側からのアクセスについては、
今後の整備状況を踏まえ、将来的
検討課題とする。

　基本的には現状の動線を継承す
ることとするが、病院玄関前の道
路は救急車両動線を分離するため
に改良する。

　キャンパス内は学生・教職員 、附
属病院の患者等、様々な人や車両
等の動きが生じるため、安全性・
利便性に配慮した計画とする。

          〃　　 （職員）

自動車動線（外来）

　 　〃          （緊急）

　　〃           （将来検討）

出入口
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25. 駐車場の現状

B：学生・教職員専用として利用している北側駐車場

C：学生・教職員専用として利用している西側駐車場 

　キャンパスへのアクセスは、公
共交通手段がバスのみで便数も少
ないことから外来者、大学関係者
ともに車の利用が多い。

A：外来患者の集中する時間帯に混雑する外来者専用駐車場 

D：講義棟入り口に駐められた大量の自転車 

A

B

C

D

　駐車場はキャンパスの周辺に分
散配置されており、駐車台数は概
ね充足している。

外来用駐車場　約 500 台

教職員用駐車場　約 1200 台
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計画駐車場

既存駐車場

26. 駐車場計画

　公共交通機関の利用を促進し、入
構車両の制限を図る。
　駐車場の位置・規模は当面の間
は現状維持とするが、病院再整備

建物周辺に確保して利便性の向上
を図ると共に景観へ配慮した整備
を行う。

による患者増により駐車台数の
不足が予想されるため、立体化
も検討する。
　駐輪場は、建物整備にあわせ

A：立体駐車場（九州大学）

B：南西側駐車場

C：駐輪場

イメージA

B C
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27. 施設整備計画

ステージ　附属病院再整備 ステージ　医学部地区既設建物改修

　施設は経過年数２５年以上の老
朽建物が大半である。これらは同
時期に建設されたため、集中して
大規模改修の時期を迎えているが、
国の財政措置の状況を踏まえ、緊
急性、耐震性や老朽度を勘案し順

メニティ向上等を目指した整備を
行う。1ステージで附属病院再整
備を、２ステージで医学部の施設
を改修整備していく。

次機能改善再生を図る必要がある。
　附属病院施設は、近未来・高度
医療への対応、地域医療への貢献
を目指した増築整備、老朽化した
既存施設の再生を行う。
　また、患者およびスタッフのア

57



佐賀大学キャンパスマスタープラン 2010

鍋島キャンパス

 

光

太陽光発電
エネルギー消費量を削減し、発電
量をモニタリングし掲示板に表示

節水型衛生器具

高効率照明（LED) 照明制御
高効率照明や初期照度補正機能に
よる照明制御

自然通風･自然採光
中間期に窓から自然の風で換
気、居室の自然採光を確保

Low-E ガラス・ペアガラス

落葉樹
日射の調整

LED外灯

井水貯留槽
地下水の生活用水と熱利用

縦型ルーバー
東西面の水平日射を抑制する

空調熱を有効に使う工夫・搬送動力の削減

チラーユニット

エネルギーの利用

・ﾈｯﾄﾜｰｸ,web利用
BEMS 中央監視システム

・電力消費量他ｴﾈﾙｷﾞｰ計測
・設備運転管理
・予防保全管理

    太陽光発電設備等 の 自然エネル
ギーの活用や、ＬＥＤ照明の採用等
により、地球環境に配慮し自然環境
への負荷の軽減を推進し 、人と自然

と環境の共生を図る。  
　全学をあげて取り組んでいるエコ
アクション 21 をより活性化するた
めの環境に配慮したキャンパスづく

りと、環境マネジメントの一層の
推進を図る。

28. エコキャンパス計画
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現　　　状 計　　　画電力設備

引込み

回線数

変電設備容量

デマンド電力

契約種別

構内配線敷設

停電対策

省エネルギー

特別高圧架空引込み

常用、予備22ｋＶで2系統電力引込み

5,000ｋＶＡ×2（特高受電室）

2,850ｋＷ

特定規模電気事業者と契約

管路埋設

予備線と自家発電機による非常用
発電機の自動切り替えによる対応

特別高圧埋設管路引込み

変更なし

変圧器の高効率型への更新

3,500ｋＷ程度に抑制・維持

変更なし

変更なし

高効率型変圧器及び省エネ照明機器の
採用,センサースイッチ採用による照明
設備の自動点滅化

一般的な変圧器および照明器具

変更なし

　現在，鍋島キャンパスは建築後
25 年以上の建物が約  86％あり，
建物のみならず電気・水道・ガス

性や効率性，地球環境に配慮した
インフラ計画を行っていく。

等のライフライン老朽化が著しい。
　今後は教育・研究の円滑な遂行
を支えるための基盤として，安全

1．周辺環境、地球環境に配慮し
たインフラ計画
　地球温暖化防止のため CO2 等の
温室効果ガス排出量の抑制を図っ
た環境に優しい計画とする。

2．設備機能の信頼性の向上を配
慮したインフラ計画
　設備機能の支障は教育研究に重
大な影響を及ぼすため、設備機能
の低下あるいは停止等が発生しな
い信頼性、安全性の高いシステム
を構築する。

3．保守管理の省力化を配慮した設
備計画
　増大する空調用需要電力に対し、
ランニングコストの低減を図る空
調システムの導入を計画する。

4．省エネルギー計画

　高効率型機器の採用、熱負荷の
低減、エネルギーの有効利用、搬
送動力の低減、自然エネルギーの
利用等を考慮した計画とする。

29. インフラ計画
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空調設備 現　　　状 計　　　画

情報通信設備

電話設備

情報設備

防災電気設備

集中検針設備

電話交換機は平成9年度にデジタル電
子交換機に更新

現　　　状 計　　　画

平成  6年度に全学学内 LAN（FDDI）構築　
平成13年度にギガビットネットワーク構築
平成16年度に附属病院電子カルテLAN構築

病院は P型受信機 昭和 55 年度設置
学部は P型受信機  昭和53～62年度設置
各建物の感知器等はＰ型設備

音声、データ、画像総合インフラに対応
できる電話交換設備へ更新
IP化への対応、キャンパス間の一元化

P型受信機（旧）からR型受信機への順
次移行 に伴い各建物の中継器を新設
し，受信機（新）に対応

改修に伴う情報通信網（光ケーブル）の
充実を図る

各建物ごとの光熱水量を計測可能に
し ，エネルギー管理及び省エネルギー
に貢献する
ビル管理システム「BEMS」の導入によ
る個室のエネルギー管理

空調方式

熱源設備

ボイラ

冷凍機

都市ガス設備

使用先

配管

給水設備

水源

給水方式

排水設備

一般排水

汚水排水

雨水排水

実験排水

病院：主として中央方式（中央機械室のボ
イラ、冷温水発生機）
医学部：個別空調方式（ルームエアコン等）

蒸気ボイラ３基による中央方式
（蒸発量５トン×３  設置年平成12年度）

ガス焚冷温水発生機３基による中央方式
（300､400､600ＵＳＲＴ各１基 設置年平
成11年度）

学内全域
（実験・空調・生活用 2,033,000m3/年程度）

基幹配管の更新はほぼ完了

市水（166,000m3/年程度）及び井水

受水槽と高置水槽の組合せ（重力方式）

公共下水道へ放流

公共下水路へ放流

病院：再整備に伴い、省エネ快適性を考
慮した方式、ゾーニングを検討
医学部：方式は変更なし、高効率機器へ更新

変更なし

変更なし
冷温水ポンプのインバーター化を検討

変更なし

一部の老朽管は再整備に合わせて取替

変更なし

変更なし

Web上で集中検針を行う
方式は変更なし

配管 構内引込管の老朽化（昭和 54 年度布設） 構内基幹配管の更新
病院再整備に伴いFRP製高置水槽から
ステンレス製へ更新

現　　　状 計　　　画

現　　　状 計　　　画

現　　　状 計　　　画

現　　　状 計　　　画

洗浄排水処理施設を経由し、公共下水道
へ放流
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居住ゾーン

附属病院ゾーン

運動施設・緊急時対応ゾーン

教育研究ゾーン

駐車場ゾーン

共通ゾーン

　フレームワークプランは、佐賀
大学のアカデミックプランを実現
するため、キャンパスの将来像を
土地利用計画と動線計画により、
おおよそ  50 年先のキャンパスの
骨格をイメージするものである 。
　施設整備計画に示した整備を終

え、概ね  30 年後にほとんどの建
物は寿命をむかえ、建て替えるこ
ととなるため、病院ゾーンを南側
に、教育研究ゾーンを東側に展開
する。
　このフレームワークプランは、
次世代に託すメッセージとする。

30. フレームワークプラン

歩行者軸

サービス軸
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○中島　　晃

　野瀬　昭博　

　濵﨑　雄平

　林田　行雄

　松岡　　力

　宮﨑　耕治

　

　松岡　　力

　村山　詩帆　

　　

　　

　

68

あとがき

　時間をかけてつくりあげた良質

なキャンパスの空間は、国民の貴

重な財産である。

　そして良好なキャンパスの景観

や環境を次世代へ継承することは、

なによりも大事である。そのため

には、確かなキャンパスマスター

プランの存在と、その実現に向け

た継続的努力の必要性がある。

　佐賀大学キャンパスマスタープ

ラン 2010 は 、策定の趣旨を踏ま

えつつ柔軟に運用され、時間の経

過の中で状況に応じて見直しなが

ら、発展・成長していくことを期

待する。

五十嵐　勉

稲岡　　司

上野　景三

遠藤　　隆

角縁　　進

鎌田　雅夫

　川上　敏彦

　後藤　昌昭

　佐藤　　武

　鈴木　　英

　德永　　蔵　

　富田　義典　

　

　

　

施設マネジメント委員会

　荒木　博申　

　五十嵐　勉　

○石橋　孝治　

　稲岡　　司

　中島　謙一　

　平地　一郎　

　

本庄地区
施設整備計画ＷＧ　

　市場　正良　

　北嶋　修司　

　小泉　俊三

○德永　　藏 　

　増子　貞彦　

　松岡　　力　

　

鍋島地区
施設整備計画ＷＧ　　

（五十音順）

委員長、ＷＧ長：○

　村瀬　隆彦

　山形　武裕

　山﨑　雅彦
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